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2019年度　看護学部学術委員会（学内学術交流推進小委員会）報告

看護学部学術委員会（学内学術交流推進小委員会）　

１．はじめに

　学術委員会は，看護に関する研究・実践・教育の学術
向上のために，学外・学内の学術交流の方針やあり方を
検討する委員会である．₂₀₁₉年度は，３つの小委員会

（学外学術交流推進小委員会，学内学術交流推進小委員
会，研究活動広報小委員会）に分かれて活動をしてきた．
今回は，学内学術交流推進小委員会の活動について報告
する．
　学内学術交流推進小委員会は，看護学部の各教員が取
り組んでいる研究・実践・教育活動を教員間で共有し，
お互いに刺激し合ったり，学んだりすることで，各教員
の学術活動を更に高める機会を作ることを目的に活動し
ている．本年度は昨年に引き続き「My Premium（マイ
プレミアム）を語る会」と称し，教員の取り組みを紹介
して，そのテーマに関連することについて意見交換する
会を３回企画した．

２．活動紹介

１）第１回「My Premium を語る会」
　　日　時　₂₀₁₉年６月₂₁日（金）₁₆時₃₀分～₁₈時
　　テーマ　「発達障害の疑いのある学生への配慮と支

援について　～自閉症スペクトラム障害
（ASD）の理解と支援～」

　　講　師　家族看護学部門　講師　佐藤　利憲 先生
　　内　容
　　　自閉症スペクトラム障害の特徴や，併発しやすい

二次障害についての説明と，そのような特徴をもつ
方への配慮や支援の具体的なポイントに関して講演
していただいた．

　　　参加者からは質問が多く出され，その後のグルー
プワークでも活発な意見交換が行われた．看護学部
の教員にとって教育は重要な欠かせない職務であ
り，特に実習では学生と深く関わることになる．学
生の特性を十分に理解し，学生のもつ本来の力を発
揮できる教員の関わりや環境の作り方を学ぶ機会と
なった．

２）第２回「My Premium を語る会」
　　日　時　₂₀₁₉年７月₂₆日（金）₁₆時₃₀分～₁₈時
　　テーマ　「科研費採択への道」
　　講　師　療養支援看護学部門
　　　　　　教授　坂本　祐子 先生
　　　　　　基礎看護学部門
　　　　　　講師　加藤　郁子 先生
　　内　容
　　　科学研究費の助成を採択することができるよう，

実際に採択を受けられたお２人の先生のご経験をも
とに，科研の申請・採択に向けてのポイントをお話
しいただいた．

　　　坂本祐子先生からは，「科研が書けた」と題して，
申請にあたっての研究遂行能力の訴え方や，申請区
分の選び方のポイントを具体的にお話しいただい
た．現在の科学研究費助成事業の傾向や，申請書の
変更などの最新情報を詳細に分析して申請書を作る
という，申請に臨む姿勢を教えていただいた．

　　　加藤郁子先生からは，採択に至るまでのプロセス
を詳細に伺い，看護実践と研究課題，研究目的を関
連させて洗練していく積み重ねを学ぶ機会となっ
た．

　　　お２人の講師から，実際に作成した申請書を見せ
ていただき，伝えたいことを強調して簡潔にするた
めに図式化するなど，審査員の関心をつかみとる工
夫も学ぶことができた．参加者にとって，科研費申
請のための実践的な学びを得る貴重な機会となっ
た．

３）第３回「My Premium を語る会」（予定）
　　日　時　₂₀₂₀年３月₁₁日（水）₁₃時～₁₄時
　　テーマ　「自分なりの研究への取り組み」
　　講　師　母性看護学・助産学部門
　　　　　　助教　森　美由紀 先生
　　内　容
　　　研究に取り組み始めた教員が研究者として育って

いく過程を応援することを目的に企画した．大学院
の修士課程を修了した教員を講師に迎え，取り組ん
でいる研究について，着想に至った動機や研究課題
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の絞り込みのプロセスなどについて話しを伺う予定
である．

３．おわりに

　大学教員として日々，研究・実践・教育活動に取り組
んでいるが，お互いの活動を知らないことも多い．「My 

Premium を語る会」を通じて各教員の活動を知ることは
もちろん，それぞれの専門分野の広さや深さを学ぶ機会
となっている．この会での交流が，新たな研究や実践の
アイデアを考えたり，教育を深めたりする機会となり，
看護の質の向上に貢献できる学術活動につながることを
期待する．
　学内学術交流推進小委員会として，今後も教員がお互
いをますます刺激し合い高めていけるような学術交流の
機会を企画していきたいと考えている．


